
橘
俊
綱
造
立
の
即
成
院
木
造
聖
衆
来
迎
像

田

口

、
稚

子

目

次

は
じ
め
に

一
、
菩
薩
像
一
〇
体
の
概
要

二
、
作
風
と
表
現
の
特
色

三
、
中
尊
阿
弥
陀
如
来
像

四
、
造
立
と
願
主
橘
俊
綱

お
わ
り
に

は

じ

め

に

現
在
、
京
都
市
東
山
区
即
成
院
に
は
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
二
五

体
の
菩
薩
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩

像
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
、
彫
刻
で
は
珍
し
い
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
像
の
遺
例

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
群
像
は
明
治
四
十
四
年
に
旧
国
宝

(現

重
要
文
化
財
)
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
美

術
院
国
宝
修
理
所
に
よ
る
修
理
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
修
理
時
に
実
査

を
行
な

っ
た
西
川
杏
太
郎
氏
に
よ

っ
て
報
告
と
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い

剳
・西

川
氏
は
そ
の
中
で
、
菩
薩
像

一
〇
体
が

こ
れ
ら
の
像

の
願
主
橘
俊

綱

(
一
〇
二
八
-
九
四
)
の
卒
去
し
た
嘉
保
元
年

(
一
〇
九
四
)
頃
の

造
立
に
な
る
と
し
、
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
は
作
風
と
構
造
を
菩
薩

像
と
異
に
す
る
こ
と
、
来
迎
の
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
定
印
を
結
ぶ
点
が

ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
造
立

は
平
安
時
代
後
期
で
あ
る

が
当
初
か
ら
菩
薩
像

一
〇
体
と

一
具
と
し
て
造
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
近
年
造
立
年
代
の
判
明
し
た
仁
和
寺
薬
師
如
来
坐
像
や

兵
庫
県
大
乗
寺
薬
師
如
来
坐
像
を
比
較
の
対
象
に
加
え
、
主
に
菩
薩
像
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一
〇
体

の
作
風
、
表
現
の
特
色
と
、
藤
原
頼
通
の
第
三
子
で
当
代

の
風

流
人
と
し
て
名
高
い
願
主
橘
俊
綱
を
め
ぐ
る
状
況
か
ら
、
そ
の
造
立
年

代
と
背
景
を
再
確
認
し
た
い
。
阿
弥
陀
如
来
像

に
つ
い
て
は
簡
単
に
造

立
年
代

に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
十

一
世

紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
の
和
様
彫
刻
の
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
若
干

の
考
察

を
行
な
い
た
い
。

な
お
、
残
る

一
五
体
の
菩
薩
像

は

一
見
し
て
近
世
に
補
わ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
考
察
の
対
象

か
ら
は
ず
す
こ
と
と
す

御
・

一
、
菩
薩

像

一
〇
体

の
概

要

形
状

ヨ

観
音
菩
薩
像

(図
1
～
3
)
像
高
九
六

・
八
セ
ン
チ
。
垂
髻
。

一
〇

束
に
分
け
る
。
髪
、
毛
筋
彫
。
元
結
紐
は
上
下
各

二
条
。
両
耳
後
ろ
に

髪
を
束
ね
る
。
天
冠
台
を
表
す

(別
材
製
、
亡
失
)
。
白
毫
相
を
表
す

(水
晶
嵌
入
)
。
耳
朶
、
環
状
。
三
道

(彫
出
)
を
表
す
。
両
腕
屈
臂
、

腹
の
前

で
掌
を
上
に
向
け
、
蓮
台
を
執
る
。
条
帛
を
着
け
る
。
天
衣
は

背
面
で
折
り
返
し
を
表
し
、
両
肩
か
ら
両
上
膊
半
ば
内
側
を
通

っ
て
垂

下
す
る
。
裙

(折
り
返
し
付
き
)
と
腰
布
を
着
け
る
。
頭
体
を
前
傾
さ

せ
、
裳
先
か
ら
両
足
先
を
の
ぞ
か
せ
て
跪
坐
す
る
。

左
二
号
像

(図
4
)
天
冠
台

(下
か
ら
紐

一
条

・
連
珠

・
紐

一
条

・

花
形
、
花
形
の
周
囲
八
ヵ
所
に
花
弁
形
を
表
す
)
を
表
す
。
微
笑
し
て

開

口
し
、
上
下
歯
列
を
見
せ
る
。
両
腕
屈
臂
、
両
脚
部
上
方
で
掌
を
後

ろ
に
向
け
て
律
管
を
執
る
。
天
衣
は
背
面
で
幅
広
に
表
す
。
右
斜
め
上

を
仰
ぎ
、
右
足
を
外
に
し
て
半
跏
趺
坐
す

る
。
足
先
ま
で
を
衣

で
覆

う
。
こ
の
他
は
観
音
菩
薩
像
に
準
じ
る
。

左
五
号
像

(図
5
)
両
腕
屈
臂
、
顔
の
前
で
掌
を
後
に
向
け
て
笙
を

執
る
。
右
足
を
外
に
し
て
安
坐
す
る
。

こ
の
他
は
左

二
号
像

に
準

じ

る
。左

一
二
号
像

(図
6
)
髪
、
疎
ら
彫
。
両
腕
屈
臂
、
左
手
は
腹
の
前

で
、
右
手
は
肩
の
前
で
そ
れ
ぞ
れ
掌
を
後
ろ
に
向
け
、
幡
蓋
を
執
る
。

天
衣
は
背
面
で
折
り
返
し
を
表
す
。
頭
を
右

に
傾
け
、
右
足
を
外
に
し

て
半
跏
趺
坐
す
る
。
こ
の
他
は
左

二
号
像
に
準
じ
る
。

右

一
号
像

(図
7
)
開
口
し
て
篳
篥
を
吹
く
。
両
腕
屈
臂
、
そ
れ
ぞ

れ
顔
の
下
で
掌
を
下
に
向
け
て
篳
篥
を
執
る
。
右
足
を
外
に
し
て
半
跏

趺
坐
す
る
。
こ
の
他
は
左

二
号
像
に
準
じ
る
。

右
二
号
像

(図
8
)
微
笑
し
て
開
口
し
、

上
下
歯
列
と
舌
を
見

せ

る
。
両
腕
屈
臂
、
両
腕
を
前
方
に
伸
ば
し
、
右
腕
を
広
げ
、
左
手
は
掌

を
内
側
に
、
右
手
は
や
や
前
に
向
け
て
鼓
を
打

つ
。
天
衣
は
背
面
で
折

り
返
し
を
表
す
。
わ
ず
か
に
頭
を
左
に
傾
け
、
右
足
を
外
に
し
て
安
坐

す
る
。
こ
の
他
は
左

二
号
像
に
準
じ
る
。

右
四
号
像

(図
9
)
微
笑
し
て
開

口
し
、
上
下
歯
列
を
見
せ
る
。
両

腕
屈
臂
、
左
手
は
胸
の
前
で
、
右
手
は
腹
の
脇
で
そ
れ
ぞ
れ
掌
を
内
に
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図2同 前 図1観 音菩薩像 即成院

図4左2号 像 即成院 図3同 前
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向
け
、
金
鼓
を
打

つ
。
頭
を
右
に
傾
け
、
左
足
を
外

に
し
て
右
膝
を
少

し
立
て
て
坐
す
。
こ
の
他
は
左
二
号
像

に
準
じ
る
。

右
六
号
像

(図
10
)
両
腕
屈
臂
、
左
肩
前

で
左
手
は
掌
を
前

に
向

け
、
右
手
は
掌
を
斜
め
後
ろ
に
向
け
て
横
笛

を
執
る
。
右
足
を
前
方
に

外
し
、
左
足
を
後
方
に
ず
ら
し
て
坐
る
。
頭
を
左
に
傾
け
、
体
を
わ
ず

か
に
左
に
捻
る
。
こ
の
他
は
左
二
号
像
に
準

じ
る
。

右
七
号
像

(図
11
)
両
腕
屈
臂
、
そ
れ
ぞ

れ
腹

の
前
で
掌
を
内
側
に

向
け
て
跋
を
執
る
。
右
足
を
外
に
し
て
半
跏
趺
坐
す
る
。
こ
の
他
は
左

二
号
像
に
準
じ
る
。

右

二

号
像

(図
12
)
髪
、
疎
ら
彫
。
開

口
し
て
下
歯
列
を
見
せ

る
。
両
腕
屈
臂
、
左
手
は
肩
前
で
掌
を
後
ろ
に
向
け
、
右
手
は
腹
の
前
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で
掌
を
下
に
向
け
て
玉
幡
を
執
る
。
頭
を
左
に
傾
け
、
右
足
を
外
に
し

て
半
跏
趺
坐
す
る
。
こ
の
他
は
左

二
号
像
に
準
じ
る
。

　

品
質
構
造

各
像

と
も
ヒ
ノ
キ
材
、
寄
木
造
、
彫
眼
、
布
貼
り
、
錆
漆
地
。
観
音

菩
薩
像

は
こ
れ
に
漆
箔
、
他
の
像
は
彩
色
お
よ
び
切
金
文
様
を
施
す
。

像
内
は
内
刳
り
を
施
し
、
内
刳
り
全
面
に
布
貼
り
し
、
観
音
菩
薩
像
は

　

そ
の
全
面
に
、
他
の
像
は
頭
部
内
だ
け
に
漆
箔
を
施
す
。
こ
の
当
初
像
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一
〇
体
に
つ
い
て
は
そ
の
木
寄
せ
が
細
か
く
、
複
雑
に
行
な
わ
れ
て
い

　

る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
観
音
菩
薩
、
左

一

二
、
右

一
号
像
に
は
西
川
氏
に
よ

っ
て
積
木
式
木
寄
せ
と
呼
ば
れ
る
木

寄
せ
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
観
音
菩
薩
像
で
は
計

=
ハ
材
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
七
体
も
布
貼
り
の
破

れ
か
ら
判
断
す
る
と
細
部

で
は
積
木
式
木
寄
せ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

一
〇
体
の
品
質
構
造
に
つ
い
て
西
川
氏
の
示
し
た
図
解
に
従
い
な
が

ら
大
略
を
説
明
す
る
と
、
頭
体
と
も
に
前
後

二
材
を
基
本
と
し
、
両

肩
、
両
腰
脇
、
両
脚
部
な
ど
に
別
材
を
矧
ぐ
。
頭
体
は
首
柄
を
設
け
ず

に
単
に
頸
部
で
木
口
継
ぎ
と
し
、
観
音
菩
薩
、
右
四
、
右

一
一
号
像
は

頸
部
後
ろ
に
小
材
を
矧
ぐ
。
頭
部
は
観
音
菩
薩
像
が
天
冠
台
下
で
、
左

一
二
号
像
が
髻
上
部
で
上
下
に
矧
ぐ
。
左
五
号
像
で
は
白
毫
を
嵌
入
す

る
穴
が
頭
部
の
内
刳
り
に
貫
通
す
る
。
体
部

で
は
、
左
五
号
像
が
胸
部

(地
付
か
ら
二
五
セ
ン
チ
高
)

で
、
左

一
二
号
像
が
腰
部
後
方
で
矧

ぎ
、
右
七
号
像
は
腹
部
で
前
方
材
を
矧

い
で
小
材
を
は
さ
む
。
又
、
観

音
菩
薩
と
左
二
号
像
は
両
上
膊
部
に
左
右

二
材
を
矧
ぎ
、
内
刳
り
を
施

す
。
こ
の
他
、
細
部
に
小
材
を
矧
ぐ
。
各
像
両
耳
上
、
天
冠
台
上
地
髪

部
、
観
音
菩
薩
像
を
除

い
た
像

の
天
冠
台
側
面
に
釘
穴
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
冠
と
天
冠
台
の
飾
り
を
打
ち
付
け
て
い
た
釘
の
痕
と
思
わ
れ
る
。

西
川
氏
の
報
告

に
よ
る
と
、
表
面
の
彩
色

は
、
肉
身
部
、
肉
色
。
元

結
紐
、
瞳
の
輪
郭
、
唇
、
条
帛
、
朱
。
天
衣

は
朱
、
背
面
に
朱
と
群
青

(右

一
号
像
)
が
見
ら
れ
る
。
裙
、
朱
、
折

り
返
し
部
に
白
緑

(右

一
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号
像
)
。
腰
布
表
に
緑
青

(左
五
号
像
)
。
中
で
も
右
六
号
像
は
表
面
の

保
存
状
態
が
良
く
、
条
帛
垂
下
部
に
は
朱

(黄

口
)
地
に
切
金
斜
格
子

文
、
裙
正
面
折
り
返
し
部
に
白
緑
地
に
切
金
斜
格
子
文
が
認
め
ら
れ
、

同
折
り
返
し
右
側
端
に
は
朱
地
に
ふ
さ
が
切
金
で
お
か
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
頭
体
を
頸
部
で
木

口
継
ぎ
と
し
た
り
、
頭
や
体
に
上
下

別
材
を
矧
ぐ
積
木
式

の
技
法
は
天
喜
元
年

(
一
〇
五
三
)
供
養
の
平
等

院
鳳
凰
堂
の
雲
中
供
養
菩
薩
像
に
見
ら
れ
、
そ
の
後
十
二
世
紀
の
造
立

ア

と
な
る
岩
手
県
東
山
町
二
十
五
菩
薩
像
や
仁
平
元
年

(
一
一
五

一
)
の

長
岳
寺
阿
弥
陀
三
尊
脇
侍
像
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
頭
部
の

向
き
や
胴
の
屈
曲
を
調
節
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

　

て
い
る
。
ま
た
即
成
院
像
に
お
い
て
は
群
像
製
作
に
あ
た

っ
て
材
木
の

節
約
を
目
的
と
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

保
存
状
態

各
像
と
も
持
物
後
補
。
冠
お
よ
び
天
冠
台
の
周
囲
の
飾
り
亡
失
。
観

音
菩
薩
像
を
除
い
た
他
の
像

の
表
面
の
彩
色
剥
落
。
お
お
む
ね
腕
、

指
、
天
衣
お
よ
び
条
帛
正
面
垂
下
部
に
後
補
部
分
が
あ
る
。
詳
し
く
は

　

西
川
杏
太
郎
氏
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
、
作

風
と

表
現

の
特
色

本
群
像
の
顔
の
輪
郭
は
丸
く
、
や
や
面
幅
が
広
い
。
た
だ
し
観
音
菩

薩
、
左
五
号
像
は
や
や
面
長
で
あ
る
。
頬
の
肉
づ
け
は
側
面
観
で
は
小

鼻

の
位
置
で
穏
や
か
な
ふ
く
ら
み
を
見
せ
、

口
角
で
引
き
締
め
ら
れ

る
。
眉
は
瞳

の
真
上
に
あ
た
る
部
分
を
頂
点
と
し
た
弧
を
描
き
、
鼻
は

短
く
低

い
。
瞼
の
曲
線
は
あ
ま
り
抑
揚
を

つ
け
ず
に
す
ん
な
り
と
引
か

れ
、
持
物
に
よ
る
動
き
の
制
約
か
ら
伏
目
と
な
る
観
音
菩
薩
、
左
五
、

右

一
号
像
を
除
け
ぼ
目
は
比
較
的
大
き
く
見
開
か
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら

受
け
る
顔

の
印
象
は
穏
や
か
で
優
し
い
。
各
像
と
も
首
か
ら
肩

へ
の
曲

面
は
緩
や
か
で
、
や
や
肉
付
き
の
よ
い
腕

へ
至
る
。
正
面
観
で
は
腋
の

下
か
ら
腹
部
に
か
け
て
引
き
締
ま
り
を
強
く

し
、
側
面
観
で
は
腹
部
の

張
り
出
し
が
大
き
い
。
腹

の
刻
線
よ
り
も
下

の
位
置
に
胴
の
く
び
れ
が

造
ら
れ
る
た
め
、
腹
部
の
張
り
出
し
は
正
面

か
ら
も
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
、
ど

っ
し
り
と
し
た
安
定
感
が
あ
る
。
胸
の
膨
ら
み
は
少
な
い
が

胸
の
刻
線
は
体
部
の
側
方

で
最
も
丸
味
を
強

く
し
、
筋
肉
の
隆
起
を
目

立
た
せ
て
い
る
。
頭
部
の
左
右
後
方
に
振
り
分
け
ら
れ
た
垂
髻
は
丸
く

膨
ら
み
が
豊
か
で
、
こ
う
し
た
丸
味

の
強

い
肉
付
け
は
像
全
体
に
共
通

し
て
い
る
。

肉
身
を
覆
う
衣
は

一
様
に
厚
く
、
衣
文

の
彫
出
も
深

い
。
乾
漆
像
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
ぼ

っ
て
り
と
し
た
粘
り
気

が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
観
音
菩
薩
像
の
裙
の
折
り
返

し
の
衣
の
重
な
り

(図
2
)
や
左

五
、
右

一
、
右
二
、
右
四
号
像

の
両
脚
部
で

こ
の
特
徴
は
顕
著

で
あ

る
。
左
五
号
像
で
は
安
坐
し
た
際
外
側
に
外
し
た
右
足
の
衣
に
、
そ
の

足
の
輪
郭
と
同
じ
形
の
衣
文
線
が
ふ
く
ら
は
ぎ
か
ら
徐

々
に
大
き
く
ゆ
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る
や
か
に
刻
ま
れ
、
足
の
丸
味
と
と
も
に
衣
の
や
わ
ら
か
な
質
感
が
表

現
さ
れ

る
。
ま
た
左
五
、
右

二
号
像
で
は
踵

に
裳
裾
を
引

っ
掛
け
た

り
、
左

二
号
像
で
は
足
先
を
裳
裾
で
包
む
な
ど
し
て
、
足
を
組
む
際
、

衣
文
の
生
じ
や
す
い
起
点
を
作
る
よ
う
に
足
先

の
動
き
を
工
夫
し
て
い

る
、
天
衣
、
腰
布
、
裙
の
縁
を
少
し
め
く
り
上
げ
、
像
の
表
面
に
ア
ク

セ
ン
ト
を

つ
け
て
い
る
。
し
か
し
観
音
菩
薩
像
の
天
衣
の
背
面
の
縁
な

ど
は
強

い
調
子
の
曲
線
で
刻
ま
れ

(図
3
)
、

一
部

に
硬

い
表
現
が
見

ら
れ
る
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い
。

こ
こ
で

一
〇
体
の
作
風
を
比
較
し
て
み
た
い
。
右

一
号
像
は
体
躯
の

肉
ど
り
が
や
や
肉
太
で
め
り
は
り
が
あ
り
、
衣
文
の
彫
出
も
深
く
、
顔

の
表
情

に
は
現
実
感
が
こ
も

っ
て
い
る
が
、
右
七
号
像
で
は
い
ず
れ
の

点
も
右

一
号
像
よ
り
や
や
ひ
か
え
め
に
表
現
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

一
〇

体
中
微
妙
な
作
風
の
幅
が
見
ら
れ
は
す
る
が
、
各
像
の
顔
の
側
面
観
や

耳
の
形

は
よ
く
似
て
お
り
、
群
像
と
し
て
全
体
的
な
統

一
が
と
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
同
じ
群
像

の
作
例
で
あ
る
康
平
七
年

(
一
〇
六
四
)

の
広
隆
寺
十
二
神
将
像
や
十

一
～
十

二
世
紀
の
造
立
と
な
る
浄
瑠
璃
寺

九
体
阿
弥
陀
如
来
像
と
比
べ
る
と
、
即
成
院
像
の
作
風
の
ま
と
ま
り
は

明
白
で
、
こ
れ
ら
を
造
立
し
た
大
仏
師

の
統
率
力
が
窺
え
る
。

本
群
像
の
ポ
ー
ズ
を
平
安
後
期
の
菩
薩
群
像
の
代
表
例
で
あ
る
天
喜

元
年

(
一
〇
五
三
)
の
平
等
院
鳳
凰
堂
雲
中
供
養
菩
薩
像
及
び
扉
絵
九

品
来
迎
図
と
比
較
し
て
み
た
い
。

腕
の
形
で
は
、
扉
絵
九
品
来
迎
図
の
上
品
中
生
図
な
ど
の
笙
を
吹
く

像
が
左
五
号
像
、
下
品
上
生
図
の
篳
篥
を
吹
く
像
が
右

一
号
像
、
上
品

中
生
図
の
大
太
鼓
を
叩
く
像
が
右
四
号
像
、
上
品
中
生
図
な
ど
の
横
笛

を
奏
す
る
像
が
右
六
号
像
、
下
品
中
生
図
の
羯
鼓
を
叩
く
像
が
右
七
号

　

像
と
ほ
ぼ
同
じ
形
を
す
る
。
な
お
雲
中
供
養
菩
薩
像
の
ほ
と
ん
ど
は
臂

よ
り
先
が
後
補
で
あ
る
た
め
に
比
較
が
で
き
な
い
。

足
の
形
は
、
観
音
菩
薩
像
の
跪
坐
す
る
形
が
扉
絵
九
品
来
迎
図
の
上

品
中
生
、
中
品
上
生
、
下
品
上
生
図
に
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
雲
中
供

養
菩
薩
像
中

(比
丘
形
を
除
く
)
六
体
が
跪
坐
像
と
し
て
表
さ
れ
る
。

雲
中
供
養
菩
薩
像
や
扉
絵
に
は
安
坐
す
る
像

が
多

い
。
右
四
号
像
の
軽

く
右
膝
を
浮
か
せ
た
形
や
右
六
号
像

の
左
足
を
大
き
く
開
い
て
後
ろ
に

ず
ら
し
た
形
は
雲
中
供
養
菩
薩
像
と
扉
絵
九

品
来
迎
図
に
は
見
ら
れ

ず
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
雲
中
供
養
菩
薩
像

や
扉
絵
像
の
片
膝
を
立
て

た
足
を
前
や
横
に
倒
し
て
で
き
る
新
し
い
形

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
即
成
院
像

の
ポ
ー
ズ
は
ほ
ぼ
鳳
凰
堂
像
の
範
疇
内
で
形

づ
く
ら
れ
る
が
、
右
四
号
、
右
六
号
像
の
足
の
動
き
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
新
た
な
造
形
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
本
群
像
の
表
現
の
細
部
を
鳳
凰
堂
諸
像
と
比
べ
て
み
た
い
。

即
成
院
像
の
目
は
、
上
瞼
の
線
が
目
頭
か
ら
ゆ
る
や
か
に
上
向
き
の

弧
線
を
描
い
て
目
尻
に
至
る
と
い
う
人
間
の
目
と
同
じ
形
状
を
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
こ
れ
が
拝
す
る
者
に
優
し
く
親
し
み
や
す
い
印
象
を

与
え
て
い
る
。
こ
の
目
の
表
現
は
鳳
凰
堂
雲
中
供
養
菩
薩
像
の
南
三
、

南
八
、
南

一
三
号
像
に
見
ら
れ
る
。
即
成
院
像
中
、
開

口
し
て
歯
を
見
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図13日 光菩薩立像

広隆寺

せ
る
も
の
が
四
体

(左

二
、
右

二
、
右

四
、
右

一
一
号
像
)
あ

り
、
そ
の
目
と
合
わ
せ
て
表
情
に
生
々
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、

こ
の
口
の
先
行
例
と
し
て
雲
中
供
養
菩
薩
像

の
北

一
、
南

二
二
、

南

二
四
号
像
、
又
中
尊
の
光
背
飛
天
の
う
ち
南
四
号
像
が
あ
げ
ら

れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
鳳
凰
堂
像
は
、
そ
の
表
情
に
即
成
院
像
ほ

ど
実
感
の
こ
も

っ
た
感
情
を
表
出
し
て

い
な
い
。

本
群
像
の
天
冠
台
は
、
『広
隆
寺
来
由
記
』
か
ら
康
平
七
年

(
一
〇
六

四
)
長
勢
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
広
隆
寺
日
光
、
月
光
菩
薩
立
像

(図
13
)
を
始
め
と
し
て
平
安
後
期
に
主
流

を
な
し
た

〔紐

一
条

・
連

珠

・
紐

一
条

・
列
弁

・
花
形
〕
型
か
ら
列
弁
文
帯
を
除
い
た
新
た
な
型

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
最
上
部
の
花
形
に
注
目
す
る

と
、
鳳
凰
堂
雲
中
供
養
菩
薩
像
及
び
広
隆
寺
像
の
花
形
に
は
高
さ
が
あ

り
、
個
々
の
花
び
ら
を
た

っ
ぷ
り
と
大
き
く
造
る
の
に
対
し
、
即
成
院

像
の
そ
れ
は
背
が
低
く
花
び
ら
が
細
か
い

(図
14
)
。
ま
た
大
き
な
花

び
ら
に
接
す
る
左
右

の
小
さ
な
そ
れ
を
凹
型

に
削
り
、
各
々
縦
に
微
妙

な
刻
線
を
引
い
て
単
独
化
さ
せ
、
い
わ
ば
列
弁
風
に
し
た
て
て
い
る
。

本
群
像
の
場
合
、
頭
部
の
丸
い
印
象
を
保
持
す
る
た
め
に
列
弁
文
帯

一

層
を
省
い
て
天
冠
台
を
低
く
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
花
形

の
中
に
列
弁

の
要
素
を
登
場
さ
せ
、
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
作

っ
て
い
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
本
群
像
に
続
く
作
例
と
し
て
は
、
地
蔵
院
観
音

菩
薩
坐
像
に
同
じ
天
冠
台
の
構
成
と
デ
ザ
イ

ン
が
見
ら
れ
る
。

即
成
院
像
に
は
両
耳
後
ろ
に
小
さ
く
束
ね

た
髪
が
表
わ
さ
れ
る

(図
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15
)。
耳
前
の
こ
め
か
み
か
ら
集
め
ら
れ
た
小
量
の
髪
の
束
を
耳
後

で

紐
で
束
ね
た
こ
の
極
め
て
装
飾
的
な
工
夫
は
、
十

二
世
紀
前
半
頃
造
立

ほ

の
醍
醐
寺
霊
宝
館
新
館
炎
魔
天
騎
牛
像
や
、
同
じ
く
平
安
時
代
後
期
の

お

作
で
あ

る
醍
醐
寺
霊
宝
館
本
館
釈
迦
三
尊
脇
侍
像
に
も
み
ら
れ
る
。
し

か
し
即
成
院
像
の
束
髪
に
比
べ
る
と
こ
の
二
例

の
束
髪

は
極
端
に
細

く
、
結
び
紐
を
表
さ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
即
成
院
像

の
束
髪
に
よ

り
初
発
性
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

観
音
菩
薩
像
が
跪
坐
し
た
際

に
足
先
を
垣
間
見
せ
る
表
現
は

(
図

　

3
)
、
十

二
世
紀

の
跪
坐
像

の
作
例
の
う
ち
、
三
室
戸
寺
阿
弥
陀

三
尊

ほ

脇
侍
像
、
東
京
国
立
博
物
館
保
管
の
銅
造
勢
至
菩
薩
坐
像

に
見
ら
れ
る

が
、
即
成
院
の
観
音
菩
薩
像
の
厚
み
の
あ
る
足
裏
と
各
指
の
丁
寧
な
表

現
に
対
し
て
、
足
裏
は
扁
平
で
、
そ
こ
に
は

一
種
の
形
式
化
が
認
め
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
表
現
は
、
い
ず
れ
も
正
面
か
ら
礼
拝
対
象
と
な

っ
た

際
に
は
目
に
つ
き
に
く
い
箇
所
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
当

初
本
群
像
が
側
面

・
背
面
観
を
十
分
考
慮
に
入
れ
て
造
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
て
、
例
え
ば

二
重
円
相
部
等
が
表
裏
と
も
に
彫
出
さ
れ
る
鳳

凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
の
光
背
に
見
ら
れ
る
背
面
観

へ
の
配
慮
が
本
体
で

あ
る
仏
像
に
及
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
本
群
像
は
そ
の
隆
起
の
強

い
衣
文
表
現
の
雲
中
供
養
菩
薩

め

像
中
の
北

一
七
、

一
八
号
像
と
の

一
致
や
、
そ
の
動
き
の
あ
る
姿
態
表

現
な
ど

に
よ
っ
て
鳳
凰
堂
諸
像
と
の
表
現
上
の
共
通
点
を
指
摘
さ
れ
る

こ
と
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時

に
本
群
像
に
は
め
り
は
り

の
あ
る
引
き
締
ま

っ
た
体
つ
き
、
独
特
な
衣
文
の
表
現
、
天
冠
台
の
意

匠
な
ど
に
そ
れ
ら
か
ら
更
に
発
展
し
た
新
た
な
特
色
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
明
快
な
表
情
に
は
よ
り

一
層
現
実
感
が
増

し
て
い
る
。
観
音
菩
薩
像

の
背
面
に
見
ら
れ
る
く

っ
き
り
と
切
り
込
ま
れ
た
衣
文
の
刻
線
に
は
鳳

凰
堂
諸
像
と
は
異
な
る
は

っ
き
り
と
し
た
明
瞭
な
雰
囲
気
が
示
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
本
群
像
に
は
単
に
先
行
作
品
を
模
倣
し
た
だ
け
で
は

な
い
独
自
の
表
現
が
見
出
せ
、
そ
こ
に
は
当
時
の
趣
向
が
看
取
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

本
像
の
作
風
を
鳳
凰
堂
諸
像
以
降
に
造
立
さ
れ
た
他
の
基
準
作
例
と

比
較
し
て
み
よ
う
。

康
平
七
年

(
一
〇
六
四
)
長
勢
作
の
広
隆
寺
日
光
、
月
光
菩
薩
立
像

(図
13
)
は
頭
部
が
小
さ
く
、
頬
の
肉
が
丸
く
前
方
に
張
り
出
す
と
と

も
に
口
角
横
の
肉
付
き
も
豊
か
で
、
正
面
観

で
は
顔
の
輪
郭
が
面
長
に

な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
じ
く
長
勢
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
十
二
神
将

像

の
う
ち
安
底
羅
像
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
体
躯
は
、
正
面
か

ら
見
た
と
き
の
腋

の
下
か
ら
腹
に
か
け
て
の
引
き
締
ま
り
が
弱
く
、
全

体
に
め
り
は
り
の
な
い
お

っ
と
り
と
し
た
印
象
が
漂
う
。
こ
れ
に
対
し

て
即
成
院
像
は
面
幅
が
増
し
て
や
や
頭
部
が
大
き
く
、
右

一
、
右

二
号

像
等
は
特
に
顔
の
輪
郭
が
丸
い

(図
14
)
。
体
部

の
肉
付
き
も
引
き
締

ま
り
、
腹
の
張
り
出
し
を
強
め
て
い
る
。
衣
文
表
現
で
は
背
面
の
天
衣

を
見
る
と
、
広
隆
寺
像
が
等
幅
の
布
を
折
り
返
し
、
そ
こ
に
ひ
だ
を
寄
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せ
て
下
縁
を
弧
状
に
仕
立
て
る
の
に
対
し
、
即
成
院
の
観
音
菩
薩
像
は

折
り
返
し
部
分
に
ほ
と
ん
ど
ひ
だ
を
集
め
ず
両
脇
で
大
胆
に
切
り
込
み

を
入
れ
て
広
隆
寺
像
よ
り
も
大
き
な
弧
を
造

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
広

隆
寺
像

よ
り
も
形
式
的
な
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

広
隆
寺
像
に
似
た
顔
の
形
は
、
治
暦

二
年

(
一
〇
六
六
)
造
立
の
奈

ぴ

良
県
霊
山
寺
薬
師
三
尊
像
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
霊
山
寺
の
両
脇

侍

の
体
躯
は
広
隆
寺
像
と
違

っ
て
細
く
、
腋
の
下
か
ら
腹

へ
の
引
き
締

ま
り
を
強
め
て
お
り
、
こ
の
体
の
表
現
は
康
平
四
年

(
一
〇
六

一
)
頃

　

の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
神
奈
川
県
佐
伯
氏
蔵
不
動
明
王
立
像
と
よ
く
似

て
い
る
。
ま
た
延
久
元
年

(
一
〇
六
九
)
賀
斐
講
師
暹
明
作
の
観
世
音

お

寺
十

一
面
観
音
菩
薩
立
像
の
体
躯
も
均
整
が
と
れ
て
引
き
締
ま

っ
て
い

る
こ
と

か
ら
、
こ
の
頃
造
立
さ
れ
た
仏
像
の
体
躯
の
表
現
は
広
隆
寺
像

の
よ
う
な
抑
揚
の
少
な
い
肉
付
き
か
ら
引
き
締
ま

っ
た
体
型
に
徐

々
に

移
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し

一
〇
六
〇
年
代
に
造
立
さ

れ
た
こ
の
三
つ
の
作
例
に
比
べ
て
即
成
院
像

で
は
さ
ら
に
実
際
的
な
筋

肉
の
引
き
締
ま
り
を
表
現
し
た
体
型
に
変
わ

っ
て
い
る
。

寛
治
八
年

(
一
〇
九
四
)
造
立
の
大
阪
府
滝
谷
不
動
明
王
寺
不
動
明

王
立
像

(図
16
)
は
当
時
の

一
流
の
仏
師
の
作
と
み
ら
れ
、
こ
め
か
み

か
ら
顎
先
に
か
け
て
す

っ
き
り
と
し
た
輪
郭

の
顔
や
、
丸
味
の
強
い
巻

髪
、
腹
の
刻
線
よ
り
下
で
胴
の
く
び
れ
を

つ
く
る
引
き
締
ま

っ
た
体
躯

な
ど
即
成
院
像
の
表
現
と
共
通
す
る
点
が
多

い
。
衣
文
の
彫
り
の
深
さ

は
異
な
る
が
、
背
面
の
腰
布
に
刻
ま
れ
た
や
や
形
式
化
し
た
U
字
型

の

衣
文
や
、
衣
の
縁
を
く

っ
き
り
と
表
す
点
も
即
成
院
像
と
共
通
す
る
。

多
聞
天
立
像
の
像
内
銘
か
ら
永
長
二
年

(
一
〇
九
七
)
智
円
の
作
に

な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
兵
庫
県
大
乗
寺
薬
師
如
来
坐
像

(図
17
)
及
び

21

四
天
王
像
は
、
中
央
作
に
近
い
出
来
栄
え
を
示
す
作
で
あ
る
。
薬
師
如

図16不 動 明王立像

滝谷不動明王寺

来
像
は
即
成
院
像
よ
り
面
幅
が
広
く
、
目
は
比
較
的
大
き
く
見
開

か
れ
、
短
い
鼻
梁
に
大
き
め
の
小
鼻
を
刻
む
。
そ
の
相
貌
は
お
お

ら
か
で
即
成
院
像
と
相
通
ず
る
。
短
い
首
、
な
だ
ら
か
で
は
あ
る

が
幅
の
狭
い
肩
、
そ
し
て
低
い
座
高
か
ら
構
成
さ
れ
る
ず
ん
ぐ
り

と
し
た
体
型
は
そ
れ
以
前

の
基
準
作
例

に
は
見
ら
れ
な
い
も
の

で
、
後
述
す
る
仁
和
寺
薬
師
如
来
坐
像

に
こ
の
体
型
が
さ
ら
に
強

調
さ
れ
て
表
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

、
こ
の
よ
う
な
体
型
は
あ

る
い
は
十

一
世
紀
末
の
新
た
な
表
現
傾
向
と
と
ら
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
て
即
成
院
像

に
は
ま
だ
ず
ん
ぐ
り
し
た
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図17薬 師如来坐橡 大乗寺

所
は
な

い
。

仏
師
円
勢
が
子
息
長
円
と
と
も
に
製
作
に
あ
た

っ

た
康
和

五
年

(
二

〇
三
)
の
仁
和
寺
薬
師
如
来
坐

像

(図

18
～
19
)
は
同
年
焼
失
し
た
北
院
像

の
再
興

像
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
古
像
を
模
し
た
可
能
性
が

あ
り
、
伊
東
史
朗
氏
は
仁
和
寺
像
が
例
え
ぼ
平
安
前

期
の
勝
持
寺
薬
師
如
来
坐
像
に
多
く
の
点
で
似
て
い

22

 る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
造
立
背
景

を
考
え
る
と
そ
の
作
風
の
解
釈
は
慎
重
に
行
な
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気
が
創
作
活

動
の
所
産
で
あ
る
作
品
に
少
な
か
ら
ず
現
わ
れ
る
も

の
と
考
え
れ
ば
、
仁
和
寺
像

に

も
作
風
比
較
の
余
地
が
あ
る
程

度
は
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

仁
和
寺
像
は
大
乗
寺
像
よ
り

も
顔

の
奥
行
が
増
し
て
い
る
。

正
面
観
で
は
こ
め
か
み
か
ら
顎

先
に
か
け
て
丸
い
輪
郭
線
が
引

か
れ
る
が
、
目
の
下
の
頬
が
平

板
で
あ
る
た
め
に
正
面
か
ら
側

面

へ
の
面
の
移
行
が
ぎ
こ
ち
な

く
、
角
張

っ
て
い
る
。
上
半
身

は
伸

び
き
ら
ず
、
ず
ん
ぐ
り
と

し
て

い
る
。
身
に
ま
と
う
衣
は

厚
く
も

っ
た
り
と
し
て
い
て
衣

文
の
彫
出
は
深
く
、
ゆ

っ
た
り

と
し
た
着
衣
の
様
子
が
表
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
着
衣
の
様
子

は
即
成
院
像
に
も
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
仁
和
寺
像

の
左
前

膊
か
ら
左
大
腿
部

に
流

れ
て

少
々
し

つ
こ
く
重
な
り
あ
う
衣

文
の
表
現

(図
19
)
ば
即
成
院
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図21侍 者像 法隆寺聖霊院

の
観
音
菩
薩
像
の
裙
の
折
り
返
し
部
分

(図
2
)
と
よ
く
似
て
い
る
。

保
安
年
間

(
一
一
二
〇
-

二
四
)
造
立
の
京
都
府
相
楽
郡
高
田
寺
薬

23

師
如
来
坐
像

(図
20
)
は
、
頭
体

の
。ハ
ラ
ソ
ス
が
よ
く
、
厚
み
を
減
じ

た
脚
部
か
ら
均
整

の
と
れ
た
体
が
姿
勢
よ
く
伸
び
、
視
線
は
正
面
を
見

据
え
る
。
胸
の
刻
線
は
円
を
描
く
よ
う
に
丸
く
、
胸
の
膨
ら
み
も
大
き

い
。
こ
の
像

に
見
ら
れ
る
盛
り
上
が
り
の
大
き
い
肉
ど
り
の
仕
方
は
十

一
世
紀
末
の
基
準
作
例
に
は
見
ら
れ
な
い
。

『法
隆
寺
別
当
次
第
』

か

ら
保
安
二
年

(
=

二
二
)
造
立
と
考
え
ら
れ
る
法
隆
寺
聖
霊
院
聖
徳

24

太
子
坐
像

の
侍
者
像
四
体

(図
21
)
の
ふ
く

ら
み
を
強
調
さ
せ
た
頬

25

や
、
大
治
二
年

(
一
一
二
七
)
の
鞍
馬
寺
吉
祥
天
立
像

(図
22
)
の
こ

め
か
み
か
ら
三
道
に
か
け
て
肉
付
け
を
増
し
た
下
膨
れ
の
顔
な
ど
に
同

種
の
感
覚
の
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
は
十
二
世
紀
前
半

の
新
た
な
表
現
傾
向
と
考

え
ら
れ

る
。大
治
五
年

(
一
=
二
〇
)
院
覚
の

作
と
考
え
ら
れ
る
法
金
剛
院
阿
弥
陀

26

如
来
坐
像

(図
23
～
24
)
は
、
頭
が

大
き
く
、
肩
が
盛
り
上
が

っ
て
角
張

り
、
胸
と
腹
が
分
厚
く
肉
ど
ら
れ
、

印
象
は
硬

い
。
面
部
の
肉
ど
り
に
は

皮
膚

の
や

わ
ら
か
さ
は
感

じ
ら
れ

ず
、
目
の
下
の
頬
は
平
板
で
側
面

へ
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図23阿 弥陀如来坐像 法金岡図25阿 弥陀如来坐像 善明寺

図26阿 弥陀如来坐像
安楽寿院

前同24図
の
移
行
は
角
張

っ
て
い
る
。

長
承
二
年

(
一
一
三
三
)
の

滋
賀
県
善
明
寺
阿
弥
陀
如
来

27

坐
像

(図
25
)
は
、
頭
部
が

大
き
く
、
肩
と
上
膊
部
を
肉

厚

に
太
く
肉
ど

り
、

そ

の

が

っ
し
り
と
し
た
印
象
は
法

金
剛
院
像
に
通
じ
る
。
『
百

錬
抄
』
の
記
述
か
ら
保
延
五

年

(
一
=
二
九
)
の
長
円
工

房

の
作
の
可
能
性
が
あ
る
安
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28

楽
寿
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(図
26
)
は
こ
め
か
み
か
ら
三
道
に
か
け
て

頬
の
肉
付
き
が
豊
か
で
顔
が
面
長
で
あ
る
。
目
の
下
の
頬
が
平
板
で
あ

る
点
は
法
金
剛
院
像
な
ど
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
体
躯
に
お
い

て
は
安
楽
寿
院
像
は
胸
や
腹
の
張
り
出
し
が
弱
く
、
法
金
剛
院
像
に
比

べ
て
奥
行
も
減
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
十
二
世
紀
前
半

一
一
二
〇
-

一
=
二
〇
年
代
の
高
田
寺

像
、
法
金
剛
院
像
等
に
は
胸
の
ふ
く
ら
み
を
豊
か
に
し
た
り
、
肩
を
盛

り
上
げ
た
り
、
胸
板
を
厚
く
肉
ど
る
な
ど
し
て
、
肉
を
隆
起
さ
せ
る
こ

と
で
体

の
丸
味
を
表
そ
う
と
す
る
造
形
感
覚
が
見
受
け
ら
れ
、
な
だ
ら

か
で
か

つ
引
き
締
ま

っ
た
曲
面
で
体
の
丸
味
を
形
づ
く
る
即
成
院
像
と

は
異
な

る
。

以
上

の
基
準
作
と
の
比
較

か
ら
、
即
成
院
像

の
作
風
は
延
久
元
年

(
一
〇

六
九
)
造
立
の
観
世
音
寺
十

一
面
観
音
菩
薩
立
像
よ
り
あ
と
、

保
安
年
間

(
一
一
二
〇
1

二
四
)
造
立
の
高
田
寺
薬
師
如
来
坐
像
、
大

治
五
年

(
一
=
二
〇
)
の
法
金
剛
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像

よ
り
も
以
前

の
、
寛
治
八
年

(
一
〇
九
四
)
の
滝
谷
不
動
明
王
寺
不
動
明
王
立
像
や

永
長

二
年

(
一
〇
九
七
)
の
大
乗
寺
薬
師
如
来
坐
像
、
康
和
五
年

(
一

一
〇
三
)
の
仁
和
寺
薬
師
如
来
坐
像
な
ど
に
似
た
作
風
を
示
し
て
い
る

こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
本
群
像
の
造
立
年
代
は
こ
れ

ま
で
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
十

一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
初
め
で
あ
る

こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。

三
、

中
尊

阿
弥

陀
如
来

像

(図

27

～

28
)

形
状
、
品
質
構
造
な
ど

29

西
川
氏
の
論
考

に
基
づ
き
、
以
下
簡
単
に
ま
と
め
る
。

像
高
二
二
三

・
六
セ
ン
チ
。
螺
髪
、
粒
状
。
肉
髻
珠
、
白
毫
相
を
表

す

(各
嵌
入
)
。
耳
朶
、
環
状
。
三
道

(彫
出
)
を
表
す
。
衲
衣
は
左
肩

を
覆
い
、
右
肩
に
少
し
懸
か
る
。
両
腕
屈
臂
、
定
印
を
結
ぶ
。
右
足
を

外
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
。

ヒ
ノ
キ
材
、
寄
木
造
、
彫
眼
、
布
貼
り
、
錆
漆
地
、
漆
箔
。
頭
体
通

し
て
前
後
二
材
か
ら
彫
成
す
る
。
前
面
は
三
道
下
六
セ
ン
チ
程
の
と
こ

ろ
で
横
に
ま

っ
す
ぐ
鋸
を
入
れ
、
そ
の
切
れ
目
の
両
端
で
上
方
か
ら
割

り
矧
ぐ
。
背
面
は
頸
部
ま
わ
り
で
頭
体
を
矧

ぐ
。
左
肩
に

一
材
を
矧

ぐ
。
両
脚
部
横

一
材
製
。
両
耳
上
方
後
端
部
、
腹
前
小
当
木
、
左
前
膊

上
面
材
、
膝
上
面
貼
木
、
裳
先
、
各
矧
ぎ
付

け
。

保
存
状
態
は
両
耳
上
方
後
端
部
、
腹
前
小
当
木
、
左
前
膊
上
面
材
、

膝
上
面
貼
木
、
裳
先
、
各
後
補
。
布
貼
り
、
錆
漆
地
、
漆
箔
は
ほ
ぼ
剥

落
。
面
部
、
腹
部
、
脚
部
の
表
面
を
僅
か
に
削
り
直
し
、
現
在
素
地
に

押
し
た
後
補
の
金
箔
が
残
る
。

な
お
像
内
の
後
補
の
補
強
用
木
枠
の
中
心
材
に

「寛
文
十
年

(
=
ハ

七
〇
)
庚
戌
年
七
月
朔
日
口
建
終
焉

法
安
寺
正
慧
」
と
の
墨
書
銘
が

30

記

さ

れ

て

い

る
。
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作
風
と
伝
来

本
像
は
前
述
の
よ
う
に
表
面
の
当
初

の
仕

上
げ
が
ほ
ぼ
剥
落
し
、

面
、
腹
、
脚
部
の
表
面
が
僅
か
に
削
り
直
さ
れ
て
い
る
。
以
降
本
像
の

作
風
を
検
討
す
る
上
で
そ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
、
そ
の
部
分
を
復
元
的

に
見
て
い
く
。

本
像
は
そ
の
伏
目
の
穏
や
か
な
表
情
と
起
伏
の
少
な
い
体
躯
の
肉
付

け
、
両
腕
を
ゆ

っ
た
り
と
開
い
て
定
印
を
結
ぶ
姿
、
衣
文
線
の
配
置
な

ど
か
ら
、
天
喜
元
年

(
一
〇
五
三
)
の
定
朝
作
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀

如
来
坐
像
を
典
型
と
す
る
い
わ
ゆ
る
定
朝
様

の
作
品
で
あ
る
。

体
に
対
し
て
頭
部
が
大
き
め
で
、
顔
は
や
や
面
幅
が
広

い
。
こ
め
か

み
か
ら
三
道
に
か
け
て
の
肉
付
き
が
豊
か
で
、
顔
の
輪
郭
が
や
や
四
角

く
見
え
る
。
側
面
観
も
頬
の
前
方

へ
の
ふ
く
ら
み
が
少
な
く
、
目
の
下

か
ら

口
角
に
か
け
て
の
面
が
平
ら
で
頬
の
側
面

へ
の
移
行
が
角
張
る
。

目
を
細
く
開
け
、
鼻
の
す
ぐ
下
に
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
縦
に
長
い
山
形

の
唇
を
配
す
る
。
唇
の
下
を
丸
く
盛
り
上
げ

る
。
こ
れ
ら
の
造
作
か
ら

構
成
さ
れ
る
顔
の
表
情
は
穏
や
か
で
お
と
な
し
い
。
体
部
で
は
首
は
太

く
短
く
、
張
り
の
強
い
肩

へ
と
つ
な
が
る
。
三
道
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に

衲
衣
を
肩
に
め
ぐ
ら
す
た
め
、
首
ま
わ
り
の
窮
屈
さ
が
強
調
さ
れ
る
。

胸
板
も
厚
く
肉
ど
ら
れ
、
ど

っ
し
り
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
背
面
観

で
は
こ
の
印
象
が
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る

(図
28
)
。
体
躯

の
抑
揚
は
少

な
く
、
背
面
か
ら
見
た
右
腋

の
下
か
ら
腹
部

へ
の
引
き
締
ま
り
は
弱

く
、
ほ
ぼ
直
線
に
近
い
。
本
像
に
は
鳳
凰
堂
像

の
よ
う
な
衣
が
体
に
密

一54一



着
す
る
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
ず
、
右
肩
や
、
腹
の
前
を
通

っ
て
左
肩

に
懸
か
る
衲
衣
な
ど
の
衣
文
に
線
条
化
し
た
硬
さ
が
目
立
つ
。
こ
の
よ

う
に
本
像
は
そ
の
顔
立
ち
に
鳳
凰
堂
像
の
持
つ
柔
和
な
雰
囲
気
を
保

っ

て
は
い
る
が
、
各
所
に
鳳
凰
堂
像
と
は
異
な
る
形
式
化
し
た
硬
い
表
現

が
窺
え

る
。

康
和

五
年

(
=

〇
三
)
の
仁
和
寺
薬
師
如
来
坐
像

(図
18
～
19
)

は
、
大
き
め
の
頭
と
そ
の
細
い
目
、
山
形
を
強
調
し
た
小
さ
な
唇
が
こ

の
阿
弥
陀
如
来
像
と
よ
く
似
て
お
り
、
側
面

へ
の
角
張

っ
た
移
行
も
本

像
と
共
通
し
て
い
る
。
体
躯
に
お
い
て
も
、
両
像
と
も
に
首
が
太
く
短

く
肉
ど
ら
れ
て
肩
が
張
る
な
ど
、
本
像
に
は
仁
和
寺
像
と
よ
く
似
た
表

現
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
仁
和
寺
像
に
比
べ
る
と
本
像
に
は
こ

め
か
み
か
ら
三
道
に
か
け
て
曲豆
か
な
肉
付
き
が
施
さ
れ
て
い
る
。

本
像
の
よ
う
な
頬
の
肉
ど
り
の
仕
方
は
、
基
準
作

の
中
で
は
天
仁

二

31

年

(
=

〇
九
)
造
立
の
京
都
府
宮
垣
区
釈
迦
如
来
坐
像

(図
29
)
に

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
像
は
地
方
作
と
し
て
は
出
来
栄
え
が
優
れ
、
当
時

の
中
央
の
作
風
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

後
、
大
治

二
年

(
=

二
七
)
の
鞍
馬
寺
吉
祥
天
立
像

(図
22
)
や
同

32

五
年

(
一
=
二
〇
)
大
分
県
長
安
寺
太
郎
天
立
像
、
『醍
醐
雑
事
記
』
等33

か
ら
大
治
五
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
醍
醐
寺
霊
宝
館
新
館
吉
祥
天
立
像

な
ど
で
は
、
即
成
院
像
よ
り
も
さ
ら
に
強
調
さ
れ
た
頬
の
肉
付
き
が
表

さ
れ
る
。
三
体
と
も
に
頬
の
肉
が
左
右

へ
張
り
出
す
と
と
も
に
こ
め
か

み
か
ら
三
道

へ
か
け
て
の
肉
付
き
を
豊
か
に
し
、
面
長
で
下
膨
れ
の
顔

を
形
づ
く

っ
て
い
る
。
即
成
院
像
の
頬
の
肉
付
き
は
顔
の
輪
郭
が
面
長

に
な
る
ほ
ど
豊
か
で
は
な
い
。
し
か
し
鞍
馬
寺
吉
祥
天
立
像
の
体
躯
は

太
身
で
引
き
締
ま
り
が
な
く
、
そ
の
厚
み
の
あ
る
肩
な
ど
に
は
即
成
院

像
と
似
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

大
治
五
年

(
一
=
二
〇
)
の
法
金
剛
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(図
23
～

24
)
は
、
頭
が
大
き
く
、
肩
が
盛
り
上
が

っ
て
角
張
り
、
胸
の
奥
行
の

大
き
い
点
が
即
成
院
像
と
似
て
い
る
が
、
法
金
剛
院
像
の
顔
や
衣
文
に

行
な
わ
れ
た
硬
い
角
張

っ
た
造
形
は
即
成
院
像
に
は
見
ら
れ
な
い
。
長

承
二
年

(
一
=
三
二
)

の
善
明
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(図
25
)
は
厚
み

の
あ
る
が

っ
し
り
と
し
た
肉
ど
り
が
法
金
剛
院
像
と
共
通
し
て
い
る
。

善
明
寺
像
の
見
開
き
の
少
な
い
目
は
即
成
院

像

の
目
と
同
趣
の
も
の

で
、
こ
の
他
に

一
一
二
〇
1

一
=
二
〇
年
代

の
作
で
あ
る
高
田
寺
像
、
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鞍
馬
寺
吉
祥
天
立
像
、
醍
醐
寺
吉
祥
天
立
像
な
ど
も
似
た
よ
う
な
目
を

し
て
い
る
。
こ
の
目
の
形
に
は
十

一
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
観
世
音
寺

十

一
面
観
音
立
像
や
大
乗
寺
薬
師
如
来
坐
像
な
ど
の
比
較
的
大
き
く
見

開
く
目
と
は
大
分
違

っ
た
感
覚
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上

の
基
準
作
と
の
比
較
か
ら
、
即
成
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
作
風

は
康
和
五
年

(
一
一
〇
三
)
の
仁
和
寺
薬
師
如
来
坐
像
よ
り
あ
と
、
大

治
五
年

(
一
=
二
〇
)
法
金
剛
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像
頃
ま
で
の
特
色
を

示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
、
造
立
年
代
も
そ
の
間
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

本
像

の
像
内
補
強
材
に
記
さ
れ
た

「法
安
寺
」
は
、
堀
川
天
皇
の
冥

福
を
祈

っ
て
保
安
三
年

(
一
一
二
二
)
に
伏
見
の
地
に
創
建
さ
れ
、
文

禄

二
年

(
一
五
九
三
)
の
伏
見
城
築
城
の
際
に
泉
涌
寺
に
移
転
し
た
寺

で
あ
る
。
西
川
氏
は
即
成
院
が
法
安
寺
の
末
寺
で
あ

っ
た
関
係
か
ら
、

本
像
は
も
と
法
安
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
て
、
銘
記
に
あ
る
寛
文
十
年

(
一
六
七
〇
)
以
降
、
即
成
院
に
移
安
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

る
。こ
こ
で
若
干
の
資
料
を
加
え
て
こ
の
説
を
補
足
し
て
み
た
い
。
元
禄

五
年

(
一
六
九
二
)
「泉
涌
寺
派
寺
院
本
末
改
帳
写
」
に
は
法
安
寺
と
即

成
院
の
名
前
が
見
え
、
即
成
院
の
項
に

「法
安
寺
末
寺
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
即
成
院
は
少
な
く
と
も
元
禄
五
年
に
は
法
安
寺
の
末

35

寺
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
以
前
の
両
寺

の
関
係
に
つ
い
て
は

四
で
後
述
す
る
伏
見
庄
を
伝
領
し
た
伏
見
宮
家
第
三
代
当
主
後
崇
光
院

貞
成
親
王

(
=
二
七
ニ
ー

一
四
五
六
)

の
日
記

『看
聞
御
記
』
に
両
寺

36

の
僧
が
そ
ろ
っ
て
伏
見
御
香
宮
に
参
勤
し
て

い
る
こ
と
が
見
え
、
両
寺

が
少
な
く
と
も
室
町
時
代
に
は
密
接
な
関
係

に
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
即
成
院
の
聖
衆
来
迎
菩
薩
像

の
中
尊

で

あ

っ
た
当
初
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
な
ん
ら
か
の
理
由
で
失
わ
れ
、
そ
の

後
本
寺
で
あ
る
法
安
寺

の
像
を
中
尊
に
迎
え

た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ

る
。

四
、

造
立

と
願

主
橘
俊

綱

像
の
造
立
と
伝
来

本
群
像

の
造
立
と
そ
の
後
の
伝
来
に
つ
い
て
、
西
川
氏
の
論
考
を
参

37

考
に
し
な
が
ら
、
若
干
の
史
料
を
加
え
て
述

べ
た
い
。

室
町
時
代
の

『拾
芥
抄
』
巻
下
第
九
に
は

「伏
見
寺
、
即
成
院
、
俊

綱
朝
臣
建
立
」
と
あ
り
、
即
成
院
は
元
の
名
を
伏
見
寺
と
号
し
て
少
な

く
と
も
室
町
時
代
に
は
即
成
院
と
呼
ば
れ
、
俊
綱
朝
臣
の
建
立
と
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
建
治
元
年

(
一
二
七
五
)
に

一

応
の
完
成
を
み
た

『阿
娑
縛
抄
』
巻
第
二
〇
〇
諸
寺
略
記
に
は

「伏
見

寺

在
伏
見
村

修
理
大
夫
俊
綱
建
立
」
と
見
え
、
伏
見
寺
は
伏
見
村

に
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

当
初
の
寺
地
は
、
『雍
州
府
志
』
(貞
享
元
年

〈
一
六
八
四
〉
成
立
)
、

『
山
城
名
勝
志
』
(正
徳
元
年

〈
一
七

=

〉
刊
行
)
に
よ
れ
ば
伏
見
城

南
の
豊
後
橋
北
の
辺
り
で
、
文
禄

二
年

(
一
五
九
三
)
の
伏
見
城
築
城
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に
際
し
て
大
亀
谷
に
移
建
さ
れ
て
い
る
。

願
主

の
修
理
大
夫
俊
綱
は
藤
原
頼
通
の
第
三
子
で
、
後
に
橘
俊
遠
の

養
子
と
な
り
、
伏
見
に
山
荘
を
か
ま
え
た
橘
俊
綱
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
山
荘
は

『中
右
記
』、
『
今
鏡
』
な
ど
に
記
述
が
あ
り
、
名
勝
の
地
で

あ
る
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
伏
見
の
山
荘
と
関
連
し
て
注
目
さ

れ
る
の
が
、
『中
右
記
』
元
永
二
年

(
一
=

九
)
六
月
二
十
八
日
条
の

記
述
で
あ
る
。

早
旦
従
日
野
帰
洛
之
次
、
見
故
伯
耆
守
家
光
妻
臥
見
堂
、
是
迎
接
之

體
也
、
尤
足
随
喜
也
、
件
仏
故
修
理
大
夫
俊
綱
所
作
置
也
、
而
俊

綱
、
家
光

二
人
不
供
養
之
処
、
家
光
妻
初
作
堂
舎
、
安
置
件
仏
供
養

也
、
誠
可
謂
賢
女
也

つ
ま
り
、
臥
見
堂

(伏
見
堂
)
に
は

「迎
接
之
体
」
を
示
す
仏
像
が

安
置
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
像
は
俊
綱
が
作
り
置
い
た
も
の
だ
が
、
俊
綱

も
そ
の
息
家
光
も
供
養
を
せ
ず
に
没
し
た
の
で
家
光
の
妻
が
こ
れ
ら
の

像
を
安
置
す
る
堂
舎
を
作

っ
て
供
養

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

「迎
接
之
体
」
と
は
、
阿
弥
陀

の
来
迎
を
表
す
像
で
あ
り
、
鎌
倉
、
室

町
時
代

の
伝
え
を
考
え
れ
ば
こ
の

『中
右
記
』
に
記
さ
れ
る
仏
像
は
現

在
即
成
院
に
安
置
さ
れ
る
菩
薩
群
像
を
含
ん
だ
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
像
で

あ
る
と
考
え
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『中
右
記
』

の
著
者
藤
原
宗
忠
は
日
野

の
法
界
寺
を
創
建
し

た
日
野
資
業
の
子
息
実
忠
の
女
を
母
と
す
る
こ
と
か
ら
日
野
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
日
野
か
ら
近
い
伏
見
は
宗
忠
に
と

っ
て
日
頃
か

ら
馴
染
み
深
い
場
所
で
あ

っ
た
こ
と
も
想
像

で
き
、
臥
見
堂
像
は
俊
綱

が
生
前
に
作
り
置

い
た
も
の
だ
と

い
う
宗
忠

の

『中
右
記
』
の
記
述
は

信
憑
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。

『中
右
記
』
寛
治
七
年

(
一
〇
九
三
)
十

二
月

二
十
四
日
条
に
よ
れ

ば
、
こ
の
日
俊
綱
の
伏
見
の
山
荘
は
焼
失
し
た
。
そ
の
後
俊
綱
は
病
に

陥

っ
て
出
家
し
、
嘉
保
元
年

(
一
〇
九
四
)

七
月
十
四
日
、
六
十
五
歳

38

で
卒
去
し
て
い
る
。
菩
薩
像

一
〇
体
が
十

一
世
紀
末

の
作
風
を
示
し
て

い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
以
上
の
記
事
を
振
り
返
る
と
、
本
群
像
が

焼
失
前
の
伏
見
の
山
荘
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
よ
り
も
、
俊
綱
が
病

を
被

っ
て
死
に
臨
み
、
嘉
保
元
年

(
一
〇
九

四
)
に
卒
去
す
る
ま
で
の

間
に
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
第

一
に
考
え
ら

れ
る
の
で
は
あ
る
ま

い

か
。そ
の
後

の
即
成
院
の
歴
史
を
二
、
三
の
資
料

を
加
え

て
説
明
し
た

い
。嘉
保
元
年

(
一
〇
九
四
)

の
橘
俊
綱
の
卒
去
後
、
伏
見
の
領
地
は
院

御
領
と
な
り
、
そ
の
名
は

『中
右
記
』
永
久

二
年

(
一
=

四
)
六
月

入
日
条
に

「院
御
領
臥
見
」
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
こ
で
再
び
前
述
の

『中
右
記
』
元
永
二
年

(
一
一
一
九
)

の
記
事
に
注
目
す
る
と
、
臥
見

堂
は
俊
綱
息
家
光
の
妻
に
よ

っ
て
こ
の
院
御
領
内
に
建
立
さ
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
こ
の
領
地
は
何
人
か
の
伝
領
を
経
た
後
、
皇
室
を
本
所
と
す

39

る
莫
大
な
長
講
堂
領
の

一
つ

「伏
見
御
領
」
と
な
る
。
後
白
河
上
皇

の
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後
、
こ
れ
を
伝
領
し
た
宣
陽
門
院

(
一
一
八

一
-

一
二
五
二
)
が
即
成

院
を
再
興
し
た
と
い
う
記
事
が

『康
富
記
』
嘉
吉

二
年

(
一
四
四
二
)

40

九
月
二
十
八
日
条
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
即
成
院
が
伏
見
御
領
内
に
存

在
し
た

こ
と
が
明
ら
か
で
、
俊
綱

の
子
息
の
妻
が
建
立
し
た
臥
見
堂

(即
成
院
)
も
や
は
り
、
当
時
の
院
御
領
内
に
存
在
し
た
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『康
富
記
』
の
記
事
に
は
続
け
て

「本
尊
阿
弥
陀

如
来
、

二
十
五
之
菩
薩
来
迎
之
形
像
歴

々
也
」
と
あ
り
、
室
町
時
代
に

お
け
る
像

の
存
在
が
明
ら
か
で
あ
る
。

後
に
、
こ
の
伏
見
を
伝
領
し
た
伏
見
宮
家
第
三
代
当
主
後
崇
光
院
貞

成
親
王
の
日
記

『看
聞
御
記
』
応
永
二
十
三
年

(
一
四

一
六
)

二
月
十

五
日
条

に
是
明
房
、
善
基
房
と
い
う
即
成
院
僧
の
名
が
見
え
、
室
町
時

代
に
も
即
成
院
が
寺
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

前
述

の
よ
う
に
、
即
成
院
は
文
禄
二
年

(
一
五
九
三
)

の
豊
臣
秀
吉

の
伏
見
城
築
城
に
よ
っ
て
大
亀
谷
に
移
築
さ
れ
る
が

(『山
城
名
勝
志
』

第

一
六
)
、
移
築
後
の
即
成
院
と
像
に
つ
い
て

『山
州
名
跡
志
』
巻
之

一

二

(元
禄
十
五
年

〈
一
七
〇
二
〉
成
立
)

に
よ
る
と
、

在
藤
杜
東
至
北
三
町
許
、
今
草
庵
、
道
東
方
西
向

ニ
ア
リ
、
本
尊
、

阿
弥
陀
仏
、
坐
像
七
尺
許
、
作
恵
心
僧
都
、
脇
士
二
十
五
菩
薩
、
坐

像
二
尺
或
二
尺
餘
、
同
作
兵
乱
ノ
時
半
失

シ
テ
今
十

一
體
ア
リ

す
な
わ
ち
、
移
築
に
際
し
て
仏
像
も
共
に
移
さ
れ
た
こ
と
、
兵
乱
に

よ
っ
て
半
数
が
失
わ
れ
て
十

一
体
が
残
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
十

一
体
と

い
う
数
は
現
在
の
即
成
院
像

二
十
六
体
中
平
安
後
期
の
作
風
を

示
す
像
の
数
に

一
致
す
る
。

な
お

『康
富
記
』、
『山
州
名
跡
志
』
で
は
像
は
二
十
五
菩
薩
と
い
う

名
称
で
呼
ば
れ
、
現
在
も
即
成
院
像

の
名
称
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る

が
、
当
初
の
像

の
数
は
正
確
に
は
知
ら
れ
な

い
。
平
安
時
代
の
往
生
伝

に
記
さ
れ
た
往
生
者

の
中
で
二
十
五
菩
薩
の
来
迎
を
受
け
た
も
の
は

一

人
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
願

っ
て
も

い
な
い
こ
と
か
ら
、
橘
俊
綱
の
時

41

代

に
二
十
五
菩
薩
来
迎
思
想
が
定
着
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
本

稿
で
こ
の
群
像
を
聖
衆
来
迎
像
と
呼
ぶ
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

願
主
橘
俊
綱
と
像
の
造
立
背
景

橘
俊
綱
は
宇
治
の
平
等
院
を
建
立
し
た
藤
原
頼
通
の
第
三
子
で
、
源

42

種
成
女
祗
子
を
母
と
す
る
。
同
母
の
弟
妹
に
師
実

(従

一
位
、
摂
政
関

白
)
、
覚
円

(三
井
寺
長
吏
、
法
務
大
僧
正
)
、
四
条
宮
寛
子

(後
冷
泉

天
皇
皇
后
)
が
い
る
。
の
ち
に
彼
が
橘
俊
遠
と
い
う
受
領
層

の
養
子
に

な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
平
安
貴

族
社
会
の
養
子
制
度
の
常

43

識
を
越
え
た
措
置
で
あ

っ
た
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
極
官
が
正
四
位
上
修
理
大
夫
近
江
守
と
官
位
に
は
め
ぐ
ま

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
藤
原
頼
通
の
実
子
で
あ

っ
た
こ
と
は
彼
の
生
涯

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
彼
が
伏
見
の
山
荘
で
豪
奢
な
暮
ら
し
を

営
む
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
の
出
自
と
深

い
関
係
が
あ
ろ
う
。

実
父
頼
通
が
承
保
元
年

(
一
〇
七
四
)
に
没
す
る
と
、
俊
綱
は
白
河

天
皇
の
中
宮
賢
子
を
自
邸
に
迎
え
て
堀
川
天
皇
の
誕
生
を
見
る
。
俊
綱
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は
白
河
上
皇
及
び
白
河
後
宮
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
白

河
上
皇

と
い
う
新
た
な
後
ろ
楯
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

橘
俊
綱
は
洛
中
三
条
に
仏
堂
を
設
け
た
。

俊
綱
は
、
邸
宅
を

『帥

ら

　
り

　

　

記
』
で
は
堀
川
、
『為
房
卿
記
』
で
は
三
条
西
洞
院
に
構
え
て
い
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
邸
宅
と
仏
堂
は
同
じ
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

47る
。
こ
の
三
条
堂
に
関
し
て
源
師
時
の

『長
秋
記
』
長
承
三
年

(
=

三
四
)
六
月
四
日
条
に
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
保
延

二
年

(
一

=
二
六
)
に
造
立
供
養
さ
れ
た
鳥
羽
勝
光
明
院
の
堂
内
御
仏
の
造
像
に

あ
た
っ
て
そ
の
御
仏
の
台
座
の
絵
様
と
し
て
、
俊
綱

の
三
条
堂
の
仏
像

の
台
座
が
模
範
と
さ
れ
た
。

例
講
之
間
、
御
仏
光
座
等
紙
絵
様
、
以
師
行
経
御
覧
、
仰
云
、
於
光

甚
優
也
、
於
座
摸
仏
所
躰
哉
、
申
云
、
俊
綱
朝
臣
三
条
堂
仏
座
躰
也

者又
、

同
じ
く
六
月
十

二
日
条
に
よ
る
と
仏
像
の
胸
部
に
鋸
を
入
れ
て

頭
体
を

一
度
切
り
離
し
、
頭
部
を
臥
せ
た
り
、
衣
の
削
り
直
し
を
行
な

う
際
、
三
条
堂
仏
の
形
が
選
ば
れ
て
範
と
さ
れ
た
。

午
時
相
具
師
仲
参
鳥
羽
殿
、
仏
師
賢
円
同
参
会
、
下
官
参
仏
所
、
師

仲
参

御
所
、
仰
賢
円
切
御
仏
胸
頗
奉
俯
、
自
本

一
寸
五
分
御
衣
令
銷

直
、
擇
三
条
俊
綱
堂
躰
許
也

『長
秋
記
』
で
は
勝
光
明
院
御
仏
の
範
と
す
べ
き
像
と
し
て
、
鳳
凰

堂
像

(
定
朝
作
)
と
西
院
邦
恒
堂
像

(定
朝
作
)
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
二
体
と
供
に
俊
綱
の
三
条
堂
仏
が
手
直
し
の
範
と
し
て
選
ば

れ
た
こ
と
は
、
三
条
堂
仏
の
出
来
栄
え
も
し
く
は
造
立
仏
師
の
知
名
度

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
勝
光
明
院
の
造
営
を
指
揮

し
、
当
時
の
貴
族
の
な
か
で
も
冴
え
た
る
審
美
眼
を
も

っ
て
い
た
と
さ

れ
る
源
師
時
の
下
で
、
こ
の
三
条
堂
仏
が
規
範
と
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
俊
綱
が
そ
の
よ
う
な
当
時

一
流
の
仏
師
に
造
像
を
依

頼
出
来
る
よ
う
な
上
流
貴
族
で
あ

っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。
即
成
院
像

の
す
ぐ
れ
た
出
来
栄
え
と
こ
れ
ら
の
事
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
同
じ
俊
綱
が
造
ら
せ
た
即
成
院
像
も
そ
の
当
時

一
流

の
仏
師
の
手
に
な

っ
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
本
群
像
は
こ
の
時
代
を

代
表
す
る
作
品
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

お
わ

り

に

即
成
院
の
菩
薩
像

一
〇
体
の
作
風
に
は
十

一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀

初
め
頃

の
特
色
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
文
献
史

料
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
造
立
年
代
は
嘉
保
元
年

(
一
〇
九
四
)
の

橘
俊
綱
の
没
年

の
直
前
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
木
寄
せ
の
仕
方
、

姿
態
や
意
匠
の
表
現
に
は
天
喜
元
年

(
一
〇

五
三
)
に
供
養
さ
れ
た
平

等
院
鳳
凰
堂

の
諸
像
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ

る
が
、
同
時
に
鳳
凰
堂
像

に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
新
た
な
要
素
が
本
群
像
の
各
所
に
見
出
せ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
十

一
世
紀
末
に
お
い
て
定
朝
様
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、

ま
だ
形
式
化
に
陥
る
事
な
く
、
創
作
意
欲
に
充
ち
た
独
自
の
作
風
展
開
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が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

願
主
橘
俊
綱

の
洛
中
三
条
堂
の
安
置
仏
は
当
時

一
流
の
仏
師
の
手
に

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
即
成
院
像
も
ま
た
同
様
に
当
時
の

一
流
仏
師

の
作

で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

阿
弥
陀
如
来
像
は
こ
れ
ら
と

は
別
に
十

二
世
紀
前
半

の
造
立
と
な

る
。
こ

の
像
に
見
ら
れ
る
頬
の
肉
ど
り
が
平
板
で
少
々
角
張

っ
た
輪
郭

を
示
す
顔
立
ち
に
は
十

二
世
紀
の

一
一
〇
〇
年
代
か
ら

一
=
二
〇
年
代

の
基
準
作
例
に
共
通
し
た
特
色
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
治
年
間

(
二

餡

二
六
-

三

一
)
の
福
岡
県
観
世
音
寺
馬
頭
観
音
立
像

(図
30
)
や
大
治

五
年

(
一
=
二
〇
)
の
法
金
剛
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
は
よ
り
は

っ
き

り
と
し
た
角
張

っ
た
顔
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
観
世
音

寺
馬
頭
観
音
像
の
造
立
仏
師
で
あ
る
真
快
は
承
徳
二
年

(
一
〇
九
八
)
49

に
大
江
匡
房
発
願
の
兵
庫
県
東
山
寺
十
二
神
将
像
を
造

っ
て
い
る
が
、

こ
の
像
に
は
角
張

っ
た
表
現
が
ま
だ
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
約
三
十
年

後
に
造
ら
れ
た
馬
頭
観
音
立
像
に
見
ら
れ
る
角
張

っ
た
顔
立
ち
は
そ
の

間
に
現
わ
れ
て
き
た
表
現
傾
向
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。こ
の
よ
う
な
顔
の
表
現
は
十

一
世
紀
後
半

に
造
立
さ
れ
た
基
準
作

に

は
み
ら
れ
な
い
。
康
平
七
年

(
一
〇
六
四
)

の
広
隆
寺
日
光
、
月
光
菩

薩
像

(図
13
)
や

『金
堂
日
記
』
か
ら
承
暦

二
年

(
一
〇
七
八
)

の
造

立
と
考
え
ら
れ
る
法
隆
寺
吉
祥
天
立
像
は
顔
が
若
干
角
張

っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
像
の
頬
か
ら
側
面

へ
の
移
行

は
自
然
な
曲
面
を
呈
し
て

い
て
、
曲
面
の
と
ら
え
方
は
な
め
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
顔
が
造
ら
れ
る

一
方
で
大
治
二
年

(
=

二
七
)
鞍
馬
寺

吉
祥
天
立
像
の
顔
は
、
面
長
で
唇
の
位
置
で
頬
の
張
り
を
最
も
強
く
す

る
い
わ
ば
下
膨
れ
の
顔
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
面
長
な
顔
は
大
治
五
年

(
一
一
三
〇
)
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
醍
醐
寺
吉
祥
天
立
像
に
も
認
め

ら
れ
、
さ
ら
に
保
延
五
年

(
一
=
二
九
)
の
安
楽
寿
院
阿
弥
陀
如
来
坐

像
に
引
き
続
き
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
四
角

い
顔
立
ち
と
と
も
に
こ
の

縦
方
向
の
肉
付
き
を
重
視
し
た
面
長
な
顔
が
十
二
世
紀
前
半

の
表
現
と

し
て
共
存
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ

「尊
様
如

満
月
」
と
う
た
わ
れ
た
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
像
以
来

の
仏
像

の
丸

い
顔

の
形
が
十
二
世
紀
に
入
っ
て
方
形

へ
移
行
し

て
い
く
様
子
が
こ
こ
に
は

あ
り
あ
り
と
見
受
け
ら
れ
る
。
即
成
院
の
阿
弥
陀
如
来
像

の
顔
の
輪
郭

は
こ
う
し
た
変
化
の
途
次
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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橘
俊
綱
に
は
同
母
弟
の
覚
円
と

い
う
天
台
宗
僧
と
の
関
係
が
知
ら

れ
、
本
群
像
の
よ
う
な
聖
衆
来
迎
像
を
造
立
す
る
に
あ
た
っ
て
天
台
浄

土
教
の
影
響
が
色
濃
か

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
俊
綱
の
西
方
極
楽

浄
土

へ
の
傾
倒
を
知
る
直
接
の
史
料
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
彼
の
従
弟

で
あ

っ
た
従

一
位
左
大
臣
源
俊
房
が
そ
の
持
仏
堂
に
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎

50

像
を
安
置
し
て
い
た
こ
と
や
、
俊
綱
に
仕
え
て
い
た
女
が
阿
弥
陀
如
来

51

を
信
仰
し
て
浄
土
に
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
な
ど
、
身
近
な
人
物
に
浄
土

信
仰
が
深
く
根
ざ
し
て
い
る
様
子
を
見
れ
ば
、
俊
綱
の
信
仰
生
活
の

一

端
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
天
喜
元
年

(
一

〇
五
三
)
父
頼
通
の
建
立
し
た
平
等
院
鳳
凰
堂
が
供
養
さ
れ
た
年
、
俊

綱
は
二
十
六
歳
。
折
し
も
こ
の
年
、
母
祗
子
が
没
し
て
い
る
。

平
安
後
期
に
は
本
群
像
の
他
に
も
造
立
年
代
の
判
明
し
な
い
像
が
数

多
く
存
在
す
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
像
の
作
風
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

平
安
時
代
後
期
の
作
風
展
開
の
さ
ら
な
る
理
解
を
深
め
た
い
。
な
お
、

菩
薩
像

の
衣
に
お
か
れ
た
切
金
文
様
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を
期
し

た
い
。

注1

西
川
杏
太
郎

「即
成
院
阿
弥
陀
迎
接
像
考
」
(『国
華
』
八
七
〇

一
九
六

四
年
)
。

2

西
川
杏
太
郎
前
掲
論
文

(注
1
)。
勢
至
菩
薩
像
は
像
内
納
入
品
に
記
さ
れ

た
天
和
元
年

(
一
六
八

一)
の
年
紀
か
ら
、
こ
の
頃
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
。

他
の

一
四
体
の
菩
薩
像
は
台
座
に
元
文
二
年

(
一
七
三
七
)
か
ら
同
六
年

(
一
七
四

一
)

の
年
紀
が
あ

る
こ
と

か
ら
、

こ
の
期

の
造
立
と

な

る
こ
と

が

指
摘
さ
れ

て
い
る
。

3

そ
の
他

の
像

の
法
量

は
西
川
杏
太
郎
氏
前
掲
論
文
を
参
照
さ

れ

た

い

(
注

1
)
。

4

観
音
菩
薩
像
と
右

一
号
像

に

つ
い
て
は

一
九

八
六
年

の
水

野
敬

三
郎
氏

、

武
笠
朗
氏

ら
の
調
査

ノ
ー
ト
に
よ

っ
た
。
ま
た
、
左

五
、
右

二
、
右

一
一
号
像

に

つ
い
て
は

一
九
九

二
年

の
土
井
通
弘
氏
、
佐

々
木
進
氏
、
高

梨
純

次
氏

、

副
島
弘
道
氏

の
調
査

ノ
ー
ト
に
よ

っ
た
。

こ
こ
に
記
し

て
深
謝

申

し
上
げ

ま

す
。

5

像
内
漆
箔

に

つ
い
て
は
次

の
論
考

に
詳

し
い
。

水
野
敬

三
郎

「院
政
期

の
造
像
銘
記
を

め
ぐ

る
二
、

三
の
問

題
」

(
『
美

術

研
究
』

二
九
五

一
九

七
五
年
)
。

武
笠
朗

「安
楽
寿
院

阿
弥
陀
如
来
像

に

つ
い
て
」

(
『仏
教
芸

術
』

一
六
七

一
九
入
六
年
)
。

6

西
川
杏

太
郎
前
掲
論
文

(注

1
)
。

7

小
野
裕

子

「松

川

二
十

五
菩
薩
堂

阿
弥
陀
如
来
及
び
聖
衆
菩

薩
群

像
-

調

査
報
告

を
中

心
に
」

(
『宮
城
学
院
女

子
大
学
研
究
論
文
集
』

四
九

一
九
七

九
年
)
。

8

水
野
敬

三
郎

「
雲
中
供
養
菩
薩
像
」

(
『平
等
院
大
観
』

二

彫
刻

一
九

入
七
年

岩
波
書
店
)
。

9

西
川
杏

太
郎
前
掲
論
文

(
注
1
)
。

10

田

口
栄

一

「鳳
凰
堂
扉
絵

に
お
け
る
来

迎
表
現
と
観
経
九

品
往

生
願

に

つ

い
て
」

(『
美
術
史
』
九
七

・
九
八

一
九

七
六
年
)
。

秋
山
光
和

・
柳
澤
孝

「第

二
章

上
品
中
生

図

(東
面
北
側

扉
)

第

二
節

来

迎
表
現
」
同
氏

「第
四
章
中

品
⊥
生

図

(北
面
扉
)
第

二
節
来
迎
表
現
」
同
氏

「第

五
章
下
品
中
生
図

(南

面
扉
)
第

二
節
来
迎
表
現
」
(
『平
等
院
大
観
』
三

絵
画

一
九
九

二
年

岩
波
書
店
)
。
本
群
像

と
の
比
較

は
各
章

の
復

元
図
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と
行
な

っ
た
。

11

武
笠
朗

「雲
中

供
養
菩
薩
像

(平
等
院
鳳
凰
堂
)
」

(『
国
華
』

一
=
二
一

一
九
九
〇
年
)
。
平
安
後
期

の
天
冠
台

の
意
匠
表
現

に

つ
い
て
は
次

の
論
文

に

詳
し

い
。

同
氏

「西
大
寺

四
王
堂
十

一
面
観
音
像

に

つ
い
て
」

(『
美
術

史
』

一
二
〇

一
九
八
六
年
)
。

12

伊

東
史
朗

「醍
醐
寺
炎
魔

天
坐
像
と
瞳
嵌

入
」

(『
M
U
S
E
U

M
』

四
七

四

一
九
九

〇
年
)
。
伊
東
氏

は
こ
の
像
が
待
賢
門
院

(
一
一
〇

一
-

四
九
)

の
御
仏

に
あ

た
る
と
推
定

し
て
い
る
。

13

副
島
弘
道

「醍
醐
寺
彫
刻
所
在
確
認
調
査

に
つ
い
て
」

(『
美

学

・
美
術

史

学
科
報
』

二
二

一
九
九
四
年

跡

見
学
園
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
)
。

14

こ
の
他

に
十

二
世
紀

に
造
立
さ
れ
た
阿
弥
陀

三
尊
像

で
両
脇

侍
が

跪
坐

す

る
も

の
に
、
愛
媛
県
保
安
寺
像
、

M
O
A
美
術
館
像
、
久
安

四
年

(
一
一
四

八
)
造
立

の
三
千
院
像
、
福
島
県
願
成
寺
像
、
京
都
府

西
乗
寺
像
、
島
根

県
清

水
寺
像
な
ど
が
あ

る
。

15

山
本
勉

「東
京

国
立
博
物
館
保
管
銅
造
勢
至
菩
薩
坐
像
」
(
『
M

U
S

E
U

M
』

五
三
六

一
九
九

五
年
)
。

16

水

野
敬

三
郎
前
掲
論
文

(注

8
)
。

17
、
18
、
19
、
25

丸
尾
彰

三
郎
他
編

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集

成

平
安
時

代

造
像
銘
記
篇
』

二

(
一
九

六
七
年

中
央
公
論
美
術
出
版
)
。

20

西
川
新
次

「明

王
寺

不
動
明
王
及

二
童
子
像
」

(『
国
華
』

八
〇
九

一
九

五
九
年
)
。

丸
尾
彰

三
郎
他
編

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成

平
安

時
代

造

像
銘

記
篇
』

二

(
一
九

六
七
年

中
央
公
論
美
術
出
版
)
。

21

「昭
和

六
十

二
年
度
修
復
文
化
財
関
係
銘
文
集
成
」

(
『
学
叢
』

一
一

一

九

八
九
年
)
。

22

伊
東
史
朗

「仁
和
寺
旧
北
院
本
尊
薬
師
如
来
檀
像

に
つ
い
て
」

(
『
仏

教
芸

術
』

一
七
七

一
九
八
八
年
)
。

23

猪
川
和
子

「京
都
高

田
寺
薬
師
如
来
像
と
藤
原
実
方

の
歌
」
(『
美
術
研
究
』

二
九
四

一
九
七
四
年
)
。

24

27
、
32

丸
尾
彰

三
郎
他
編

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集

成

平
安
時

代

造
像
銘
記
篇
』

三

(
一
九
六
七
年

中
央
公
論
美
術
出
版
)
。

26

井

上
正

「法
金
剛
院

阿
弥
陀
如
来
像

に

つ
い
て
」

(『
国
華
』

九

四

一

一

九
七

一
年
)
。

28

武
笠
朗
前
掲

論
文

(注

5
)
。

29
、
30

西
川
杏

太
郎
前
掲
論
文

(注

1
)
。

31

中

野
玄

三

「
丹
波

国
夜
久

町
薬
師
堂

の
天

仁

二
年

在
銘

釈
迦

如
来

坐
像
」

(
『美
術
史
』

五
九

一
九

六
五
年
)
。

丸
尾
彰

三
郎
他
編

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成

平
安
時

代

造
像

銘

記
篇
』

二

(
一
九

六
七
年

中
央
公
論
美
術
出
版
)
。

33

副
島
弘
道
前
掲
論
文

(注

13
)
。

34

西
川
杏
太
郎
前
掲
論
文

(注

1
)
。

35

『泉
涌
寺
史

資
料
篇
』

(
一
九

八
四
年

法
蔵
館
)
。

36

『看
聞
御
記
』
永
享

六
年
十
月

一
日
条
。

37

西
川
杏
太
郎
前
掲
論
文

(注

1
)
。

38

『中
右
記
』
嘉
保

元
年
七
月
十

四
日
条
。

39

建
久

二
年
付

「長
講
堂
所
領
注
文
」

(『
鎌
倉
遺
文
』
五
五
六
号
)
。

40

『康
富
記
』
嘉
吉

二
年
九
月

二
十

八
日
条
。
「
即
成
院
者
、
慶
雲
年

中
草
創

之
寺
也
、
宣
陽
門
院
有
御
再
興
云

々
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来

也
、

二
十

五
来

迎

之
形
像
歴

々
也
」
。

41

山
本
興

二

「浄
土
教
絵
画
」

(京
都
国
立
博
物
館
編

『
浄
土
教
絵
画
』

一

九

七
五
年

平
凡
社
)
。

42

橘
俊
綱

に
つ
い
て
は
以
下

の
論
考

に
詳
し

い
。

真
鍋
熙
子

「橘
俊
綱
考
ー

そ

の

一
、
伝
記
を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(
『
平
安

文
学
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研
究
』

二
五

一
九

六
〇
年
)
。

同
氏

「橘
俊
綱
考
1
そ

の
二
、
俊
綱

の
周
辺
1

」

(『
共
立
女

子
短

期
大

学

部
紀
要
』

四

一
九

六
〇
年
)
。

43

高
橋
秀
樹

「藤
原
頼
通
を
め
ぐ
る
養

子
関
係
」

(
『
日
本

歴
史
』

五
=
=

一
九
九

二
年
)
。

44

『
扶
桑
略
記
』
承
暦

三
年

七
月
九
日
条
。

45

『
帥
記
』
永
保
元
年
十

二
月

七
日
条
。

46

『為

房
卿

記
』

承
暦
三
年

三
月

二
十

五
日
条
。

47

清

水
擴

『
平
安
時
代
仏
教
建
築
史

の
研
究
-
浄
土
教
建
築

を
中

心

に
』

第

七
章
、

子
院
的

邸
宅
と
持
仏
堂

バ
一
九
九

二
年

中

央
公
論
美
術
出
版
)
。
邸

内
仏
堂

で
そ
の
安
置
仏

を
明
ら

か
に
す

る
も

の
は
そ

の
ほ
と

ん
ど
が

阿
弥

陀

堂

で
あ

る
と

の
指
摘
が
あ

る
。

48

猪
川
和

子

「観
世
音
寺
馬
頭
観
音
像
造
顕
考
」

(『
美
術
研
究
』

一
九
〇

一
九

五
六
年
)
。

49

武
笠
朗

「兵
庫

・
東
山
寺
蔵
石
清
水
護

国
寺

旧
在

の
大
江
匡
房

奉
納

真
快

作
十

二
神
将
像
」

(『
仏
教
芸
術
』

二
〇
三

一
九
九

二
年
)
。

50

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』

天
永

二
年
源
俊
房

の
左
府
堂
供
養
文

の
条
。

51

『
三
外
往
生
記
』
尼
某

俊
綱
朝

臣
仕
女

の
条
。

〔付

記
〕
本
稿

は
、
平
成

四
年
度

に
本
学

に
提
出
し
た
卒
業
論
文

「即
成
院
阿
弥

陀

二
十

五
菩
薩
像
」

を
補
訂

し
た
も

の
で
あ

る
。
執
筆
・に
あ
た

り
、
本

学
美

学

美
術
史

学
科
副
島
弘
道
助
教
授

に
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
こ

に
記

し

て
深

謝
申

し
上
げ

ま
す
。

(凝

酊
筋
駒

隷

罫

ジ
ァ
ム
学
世、口貝
)
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